
お正月の寄贈品コーナー

くらしの中の火
１月4日 （金） ～1月30日 （水）

　昨年末まで開催した特別展「くらしの今昔」の中から、

火に関する部分をクローズアップした展示です。夜を明

るくし、冬に暖まり、ご飯を炊き魚を焼き、お風呂をわ

かし、濡れたものを乾かす。電気が使えるようになる前、

こうしたことはすべて火を用いておこなっていました。油

を燃やして明かりをともし、ガスがなければ炭や薪をくべ

て暖をとり、麦わらを焚いてご飯を炊きました。

　人が生きていく上で絶対に必要なもの、それは水と火

と食料です。現代は便利な電化製品が普及し、庭で自由

に焚き火もできなくなり、暮らしの中からどんどん火が遠

ざかっています。

大切な燃料であった山の木や落ち葉も顧みられることはありません。原発に代わる再生可能エネルギーの開

発は喫緊の課題ではありますが、かつてのように木材をはじめとする植物資源をエネルギーとして活用するし

くみをつくることはできないのでしょうか。行灯、火鉢、炭火のこたつなどの展示をとおして、火の役割につい

てあらためて思いをめぐらせてみてください。

2013年何が見える？
　昨年は、めずらしい天文現象が目白押しでした。では、今年はどんな天文現象が見られるのでしょう？こ

こでちょっとだけご紹介。くわしくはプラネタリウム番組「2013 年の天文現象」を見に来てくださいね！（※

の天文現象を紹介しています）博物館の web ページからは天文現象カレンダーもダウンロードできます。

○ 1月～3月 宵空　木星が見ごろ

○ 3月15日～20日ころ 夕方　パンスターズ彗星が明るくなる※

○ 4月上旬 夕方　平塚市内でダイヤモンド富士が見ごろ

○ 6月～7月 宵空　土星が見ごろ

○ 8月12日 夕方　スピカが月に隠される（スピカ食）※

○ 8月13日 未明　ペルセウス座流星群※

○ 9月19日 夜　中秋の名月

○ 12 月上旬 明け方　アイソン彗星が明るくなる※ 1994 年に見られたスピカ食

行灯のあかり
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